
 

 

本邦における小児・思春期世代がん患者に対する妊孕性温存の診療の実態調査 

 

目的：本邦における小児・思春期世代がん患者（20歳未満）に対する妊孕性温存の診療の実態を明らか

にし、課題を明確化する 

 

対象：全国の小児がん診療連携拠点病院の小児科施設代表者 

   および施設診療体制による小児科代表者判断での他の診療科代表者 

調査期間：2020年 4月 1日～2020年 12月 31日 

回答締め切り：2020年 12月 31日 

 

注）妊孕性：妊娠するための能力のこと 

  妊孕性温存：治療により、将来子どもを持つ可能性が消失しない様に生殖能力を温存すること 

  妊孕性温存療法：精子凍結、卵子・胚凍結、卵巣凍結といった妊孕性温存のための具体的な方法 

  本アンケートで、患者本人と記載した場合は、アセント対象となる児を指す 

 

アンケートをお答えいただいた方の診療科をお教えください。 

  診療科：          科 

 

共通質問 

小児がん患者への妊孕性温存に関する説明に関する質問です。□にチェックをお願いします。 

 

1. がん治療が妊孕性に与える影響（性腺機能障害など）について、患者もしくは保護者に説明してい

ますか？  

①小学校低学年             ②小学校高学年 

□ していない              □ していない 

□ 保護者にのみ行っている        □ 保護者にのみ行っている 

□ 保護者、本人共に行っている      □ 保護者、本人共に行っている 

③中学生以上 

□ していない 

□ 保護者にのみ行っている 

□ 保護者、本人共に行っている 

 

2. 妊孕性温存に関する保護者への説明は、はじめにどの職種から行っていますか？ dを選択された場

合には、具体的に記載をお願いします。             （複数回答可） 

男児（□a がん治療医、□b 生殖医療医、□c 小児内分泌医、□d その他（       ）） 

女児（□a がん治療医、□b 生殖医療医、□c 小児内分泌医、□d その他（       ）） 
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3. 妊孕性温存に関する説明を保護者に行う際、説明に立ち会う職種を選択してください。    

（複数回答可） 

□a がん治療医  □b 生殖医療医  □c 小児内分泌医  □d 看護師  □e 心理士 

□f 薬剤師    □g チャイルドライフスペシャリスト  □h がん相談員 

□i その他（      ） 

 

4. 妊孕性温存に関する説明を保護者に行う場合は、どのタイミングで行われていますか？                 

（複数回答可） 

□a すべての疾患で原則的に治療開始前に説明を行う（固形腫瘍の術後、後療法前も含む） 

□b 妊孕性への影響が低い初回治療の場合は行わず、強い治療への変更時に説明を行う  

□c 治療の影響（薬剤や放射線治療など）による妊孕性への影響に関わらず、病勢が落ち着いた段

階で行う 

□d 積極的に説明しない（理由：                            ） 

□e その他（                                  ） 

 

5.   妊孕性温存の説明を保護者に行った場合、保護者が希望されなかったことはありますか？  

□ はい （理由が分かれば：                         ）   

□ いいえ 

 

6. 妊孕性温存の説明を保護者に行った場合、患者本人に説明することに同意を得られなかったことは

ありますか？ 

□ はい （理由が分かれば：                         ）   

□ いいえ 

 

7. 妊孕性温存に関する説明を本人に行う場合は、どのタイミングで行われていますか？児の精神状態

に問題がないと判断していることを前提として、ご教示ください。      （複数回答可） 

□a すべての疾患で原則的に治療開始前に説明を行う（固形腫瘍の術後、後療法前も含む） 

□b 妊孕性への影響が低い初回治療の場合は行わず、強い治療への変更時に説明を行う  

□c 治療の影響（薬剤や放射線治療など）による妊孕性への影響に関わらず、病勢が落ち着いた段

階で 

□d その他（                                  ） 

 

8. 妊孕性温存に関する説明を本人に行う際、説明に立ち会う職種を選択してください。 

（複数回答可） 

□a がん治療医  □b 生殖医療医  □c 小児内分泌医  □d 看護師  □e 心理士 

□f 薬剤師    □g チャイルドライフスペシャリスト  □h がん相談員 

□i その他（      ） 
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9. 妊孕性温存に関する説明を行う際（またはその後に）、具体的な妊孕性温存療法に関する説明も行っ

ていますか？ 

□a 詳しく説明している  □b 簡単に説明している  □c 説明していない 

 

10. 上記９で a bを選択された方に質問です。それは、主にどの診療科の医師もしくは職種から説明を

行っていますか？                        （複数回答可） 

□a がん治療医  □b 生殖医療医  □c 小児内分泌医  □d 小児外科医 

□e 看護師    □f 心理士    □e 薬剤師   □g チャイルドライフスペシャリスト  

□h がん相談員  □i その他（        ） 

 

11. 貴施設で妊孕性温存、妊孕性温存療法の説明、実施に際して、障壁となっていることを下記から選

択してください                         （複数回答可） 

□a 小児腫瘍医の妊孕性温存への意識が十分ではない。 

□b 本人、家族への説明のための資材が不足している。 

□c 小児腫瘍医が得られる妊孕性温存の情報が十分ではない。 

□d 院内の生殖医療医、あるいは院外の妊孕性温存施設との連携が十分ではない。 

□e 小児腫瘍医が多忙であり、妊孕性温存の適応判断や説明に十分な時間をさけない。 

□f 生殖医療医の小児がん治療への理解が不十分であり、適切なタイミングで妊孕性温存療法を行

うことができない。 

□g 特に困っていることはない。 

□h その他（自由記載）（                               ） 

 

※ 以下の質問は妊孕性温存療法の提供が可能か否かで質問内容が異なります。自施設で妊孕性温存療

法提供可能施設は質問グループ Aへ、妊孕性温存療法非提供施設は質問グループ Bへお進みくださ

い。 
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質問グループ A 妊孕性温存療法提供可能施設の方は以下の質問にお答えください。 

妊孕性温存の実施に関する質問です。□にチェックをお願いします。 

12. 貴施設では小児・思春期世代患者に対して妊孕性温存療法を提供していますか？ 

□ はい  □ いいえ（理由：                            ） 

 

13. 妊孕性温存療法についてコンサルトする場合、生殖医療医への連絡のタイミングをお答えくださ

い。                        （複数回答可） 

□a 疑いがある段階から、相談を行う 

□b 妊孕性温存の必要性があると判断し、患者家族に話していない段階で相談する 

□c 妊孕性温存療法を患者や家族に説明した後に、可能かどうかを相談する 

□d 妊孕性温存療法の施行を決定してから、連絡をする 

 

14. 貴施設で行われている治療内容で、ご自身がご理解されているものをお答えください。 

（複数回答可） 

   □a 詳しくはわからない 

男   □b 精子凍結   □c 精巣組織凍結 

女   □d 未受精卵子凍結   □e 卵巣組織凍結 

□f GnRHアゴニスト療法  □g その他（         ） 

 

15. 妊孕性温存療法について具体的に説明する際、それにはどのような職種が立ち会っていますか？

（複数回答可） 

□a がん治療医   □b 生殖医療医   □c 小児内分泌医   □d 小児外科医 

□e 看護師     □f 心理士    □g チャイルドライフスペシャリスト 

□h 薬剤師     □i がん相談員  □j 立ち会っていないのでわからない  

□k その他（         ） 

 

16. 妊孕性温存療法について具体的に説明する際、何か資材を用いて説明を行っていますか？ 

   （主に説明に当たる職種に確認しご回答ください）     （複数回答可） 

□a 資材は使用しない                    □b パンフレット（自施設）   

□c パンフレット（学会配布、他施設）   □d アニメーション動画（自施設）   

□e アニメーション動画（学会配布、他施設）□f 絵本・漫画（自施設） 

□g 絵本・漫画（学会配布、他施設）    □h 確認できず、もしくは わからない 

□i その他（            ） 
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17．実際に妊孕性温存療法を実施する際、参加する診療科の医師を教えてください（実施する治療法によ

って異なるとおもいますが、貴院で行っているオプションに関わるすべての医師の診療科をご教示

ください）。                                               （複数回答可） 

□a 生殖医療医（産婦人科、泌尿器科）  □b がん治療医（小児腫瘍科医含む）    

□c その他の産婦人科医  □d 小児科医（内分泌専門）  □e その他の小児科医 

□e 小児外科医  □f その他の泌尿器科医  □g 確認できず、もしくは わからない 

□h その他（          ） 

  

質問グループ B 

生殖医療非提供施設の方は以下の質問にお答えください。 

 

18．妊孕性温存療法を行う施設との連携はありますか。 

□a はい          □b いいえ 

 

19． 貴施設がある地域では妊孕性温存の連携がシステム化されていますか。 

□a はい          □b いいえ     □c よくわからない 

 

20．上記 18で bを選択された方に質問です。今後、妊孕性温存療法実施施設との連携を検討されていま

すか？カッコ内の理由についてもご回答ください。            （複数回答可） 

□a はい （□ア これから検討する  □イ 既に検討しており、手続きを開始している 

□ウ 連携をとろうとしているが、停滞している） 

□b いいえ（□エ 連携するつもりはない □オ 連携したいが実施施設がない 

      □カ 実施施設はあるが、どのようにしたらよいのかわからない 

      □キ 妊孕性温存には反対である（理由：                  ）） 

 

21． 連携がある場合（18で aと回答された方）、決まった施設に紹介しますか。複数の紹介先の候補は

ありますか。 

□a 決まった一施設   □b 複数の施設から選択する（何施設ありますか：     施設） 

 

22． 妊孕性温存療法についてコンサルトする場合、妊孕性温存施設との連絡方法をご教示ください。 

（複数回答可） 

□a 疑いがある段階から、電話で相談を行う 

□b 妊孕性温存の必要性があると判断し、患者家族に話していない段階で連絡し相談する 

□c 妊孕性温存療法を患者や家族に説明した後に、可能かどうかを相談する 

□d 妊孕性温存療法の実施を決定してから、紹介の連絡をする 

 

 

78



 

23． 妊孕性温存療法について説明する際、何か資材を用いて説明を行っていますか？ 

（複数回答可） 

□a 資材は使用しない                    □b パンフレット（自施設）   

□c パンフレット（学会配布、他施設）   □d アニメーション動画（自施設）   

□e アニメーション動画（学会配布、他施設）□f 絵本・漫画（自施設） 

□g 絵本・漫画（学会配布、他施設）    □h 確認できず、もしくは わからない 

□i その他（            ） 

 

24． 妊孕性温存について、困っていることがあればご記載ください。 

 

 

 

 

 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。 
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